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　朝夕の冷え込みに、冬の訪れを感じる今日この頃ですが「11月」と聞くと月日の流れの早さに

驚いてしまいますね。残り少なくなってきた2024年、日々を大切に元気いっぱい過ごしていきた

いと改めて感じています。

11月といえば【七五三】を思い浮かべる方が多いかと思います。この機会に伝統文化について

調べてみると、七五三には子どもが無事に育ったことへの感謝の気持ちを表し、これからの子ど

もの成長も願うという意味が込められているようです。

子どもの健やかな成長をお願いするための行事として、昔から男の子と女の子それぞれに伝統的

な儀式が行われるようになり、その当時の儀式に沿って現代でも七五三のお祝いが行われるよう

になったと言われています。

今回、年齢に応じて名前があることを恥ずかしながら初めて知ることが出来ましたのでご

紹介したいと思います。

3歳：髪置きの儀　かみおきのぎ

5歳：袴着の儀　　はかまぎのぎ

7歳：帯解きの儀　おびときのぎ

 　室町時代には、男の子も女の子も9歳で行われていたようですが、江戸時代末期に入ると男の

子は5歳、女の子は7歳で行うようになったと伝えられています。上記3つの「髪置きの儀」「帯解

の儀」「髪置きの儀」を総じて、明治時代には「七五三」と呼ぶようになったそうです。昔なが

らの伝統文化を大切にしていきたいと感じました。七五三を迎えられるご家庭の皆様、おめでと

うございます。

【お芋ほりへのご協力　ありがとうございました】

　先日の小雨が降る中、多くのご協力をいただき本当にありがとうございました。集合等の情報

伝達に不明瞭な部分があり、ご参加してくださった皆様には大変お手数をおかけいたしました。

たくさんのお力添えのおかげで、大収穫となりました。「○〇にしてたべる！」と目を輝かせる

子どもたちの姿がとてもキラキラしていて嬉しく思いました。

【修繕工事のお知らせ】

　11月6日（水）10:00より
園内入室の際に使用していただいております「顔認証システム」の交換工事を行う予定となって
おります。作業の進行状況により、夕方のお迎えの際にも作業を継続している場合がございま
す。通行される際には大変お手数をおかけしますが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

　経年劣化のため下記修繕を行います。
・非常階段のシート貼り替え
　小学校側と道路側2ヶ所同時に行います。11月5日より業者車両が駐車場を使用する時間帯がご
ざいます。よろしくお願いいたします。

※写真につきましては 
ホームページ上での公開は 差し控えさせていただきます



【11月のねらい】

　　　

　あひるぐみ：・衣服の調節や体調の変化に留意してもらいながら、健康に過ごす

　　　　　　 　・戸外で自然に触れながら季節を体感し、全身を動かして遊ぶ

　ひよこぐみ：・身の回りのことを自ら行おうとする。

　　　　　　　・戸外でどんぐりや落ち葉等、秋の自然に触れ、親しんで楽しむ。

　うさぎぐみ：・服装の調節や手洗いうがいを行い、健康に過ごす。

               ・保育士等に見守られ、身の回りのことを自分で行おうとする。

              ・他児と関わる中で貸し借りの言葉を伝えようとする。

               ・感触遊びを楽しむ。　　

　　　　　　　 ・秋の自然物に触れることを楽しむ。

　はなぐみ　：・気温に合わせた衣服の調節をし、丁寧に身だしなみを整える。

　　　　　　　・ふわふわ言葉・ちくちく言葉を知り、言葉でのやり取りを通して他児との関わりを深める。

　　　　　　　・絵本の読み聞かせや劇ごっこを通して物語に親しみを持ちながら、

　　　　　　　　大きくなった会への期待感を持つ

　ほしぐみ　：・季節の変化に応じて衣服の調整をしようとする

　　　　　　　・全身を使った活動や散歩等を通して体を動かす事を楽しむ

　　　　　　　・言葉や動きに気をつけながら他児と関わろうとする

　　　　　　　・他児と一緒に音楽に合わせて表現することを楽しむ

　つきぐみ　：・基本的生活習慣を振り返り、身の回りのことを進んで行おうとする

　　　　　　　・共通の目的に向かって自分の力を発揮すると共に、他児と協力しながら一緒にやり遂げていく

　　　　　　　　満足感や達成感を感じる

　　　　　　　・グループ活動の中で自分の意見を伝えたり、相手の話を受け入れたりしようとする

　　　　　　　・季節の食材に興味を持ったり、正しい箸の持ち方を意識して食事をとったりする

              ・

              ・

   

   

　　　　　　　

●大きくなった会について
12月14日(土)に2～5歳児クラスの大きくなった会があります。詳細は今後お知らせをいたしま
す。

●土曜利用について
　両親共に就労の場合のみ利用できます。その他の理由で利用される際には職員にお声掛けくださ
い。一時利用を希望される場合、①土曜保育一時利用届　②土曜保育申請書(勤務先要捺印書類)の
提出をお願いします。利用週の月曜日迄に①をご提出後、②の用紙を水曜日迄にご提出ください。
※不明な点は職員にお声掛けください。

●不審者訓練について
　11月28日(木)に不審者訓練を予定しております。
日頃から不審者対策の意識を高められるよう東大和市警察署の警官に協力していただき、保育中の
不審者侵入による訓練、子どもへの安全指導、職員へのさすまた指導を行います。

おしらせ



11月の予定

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4
振替休日

5
身体測定
(幼児)

6
身体測定
(乳児)

7 8
0歳児健診
英会話

9

10 11
避難訓練

12
異文化交流

13 14 15
大きくなった
会リハーサル
(3.4歳)

16

17 18 19
大きくなっ
た会リハー
サル(2.5歳)

20
芋煮会

21
誕生会
臨床心理士
来園

22
スポーツ
プロジェク
ト(つき組)

23
勤労感謝
の日

24 25 26 27 28
不審者訓練

29 30

　災害が発生した場合、どのように避難するのか、自宅は安全かどうか確認し、様々な避難行動を
考える必要があります。
　東大和市の防災マップもぜひご活用ください。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注1

出典：注1：東京消防庁ホームページ,東京消防庁＜安心・安全＞＜地震に備えて：地震に対する１０の備え＞ (tokyo.lg.jp)
      注2:災害の「備え」チェックリスト(首相官邸)

災害への備えと避難について

注2

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/lfe/bou_topic/jisin/sonae10.htm


10月のねらい
〇安定した生活リズムの中で特定の保育士等との信

頼関係を深める

〇身近な人や物へ興味を示し、保育士等に見守られ

ながら一人遊びや探索遊びを楽しむ

　長い夏が終わりを迎え、すっかり景色も秋になっ
てきました。戸外遊びがしやすい時期となり、「園
庭行こうね」と声を掛けると持っていた玩具を床に
落とす勢いで保育者の近くに集まる子どもたち。
「そとだ！」と園庭に出るとニコニコ楽しそうにし
ています。
　園庭ではどんぐりが落ちていて「あ、どんぐ
り！」と拾ってバケツ一杯に入れて保育者に見せて
くれます。他にも落ち葉を触って感触を楽しんだ
り、それを使った砂遊びを年上児の真似をしてみよ
うとしたりする姿もあります。
　先日、「清原西公園」へ散歩に行った際には広々
とした環境と開放感に喜び、保育者や友達と追いか
けっこをしたりベンチに座って誕生会ごっこをした
りなど春とはまた違った姿に成長を感じます。
　今後も寒さに負けず戸外でのびのびと遊ぶこと
で、健康な体作りをしていきたいと思いますので衣
服は多めにご用意をして頂けると助かります。

10月のねらい
〇季節の変化や気温差に留意しながら、健康で
快適に過ごしていく。
〇戸外遊びや散歩を通して秋の自然に親しみを
持つ。

　暑さと寒さが交差する10月でしたが、子どもたちは伸び伸
びと過ごし、遊びの合間には保育者の膝の上でリラックスす
る姿もたくさんありました。心が落ち着く時間です。
　戸外遊びが増え、探索活動が盛んになってきました。木の

実や葉っぱの彩り、金木犀の香り、心地よい風、飛行機の音

など色々な感覚の刺激を受けています。日々発見の連続で、

見つけた喜びを保育者に伝えたり、じっくりと観察したりし

ています。『なんだろう』『やってみたい』等の好奇心がど

んどん広がっていく時期ですので、子どもたちの表情や行動

からのサインを見逃さないようにして、新しい経験をみんな

で楽しんでいきたいと思います。

　保育園では戸外遊びの後や食前には必ず手洗いを行ってい

ます。入園当初から保育者が手を添えながら手洗いをしてき

た為、慣れてくると『じぶんでやりたい！』と意欲を示す姿

が見られるようになりました。手洗いに加えて、室温・湿度

の調整や衣服の調節を行い、体調を崩さないように気を付け

て過ごしていきたいと思います。



　今月は園庭にどんぐりがたくさん落ちていました。
見つけた時に瞳を輝かせてときめいている表情、手の
ひらにのせてじっと見つめる真剣な表情、保育者に見
せてくれる時の得意そうな表情。どの表情も全て愛ら
しく子どもの心の純粋さを感じさせられます。
　その中で名称を知っている子が「どんぐりだー」と
言います。知らない子は「これなに？」と保育者に聞
いてきます。「どんぐりだよ」と伝えると「どーぐ
り？」（どんぐり？）と一生懸命真似をして言ってみ
ます。それを見ていた子が「ぐりー」と真似をして
言ってみます。こうやって子ども同士や保育者とのや
りとりの中で自然に言葉が伝わって、そして発語に繋
がっていくのだと感じます。
　また、カップに集めたどんぐり3個を保育者が「いー
ち、にーい、さーん」と数えてみました。すると真似
をして子どもたちも言ってみます。まだ数は分かりま
せんが、数を数える独特なリズムに興味を持ち一緒に
言ってみようとします。こうやって数への興味も少し
ずつ湧いてくるのだと思います。
　自然は子どもたちにたくさんの成長のきっかけをプ
レゼントしてくれます。そのプレゼントの一つひとつ
を大切に子どもの成長に繋げていきたいと思います。

 10月のねらい

 〇手洗いうがいしながら、健康に過ごす

 〇保育士等に見守られながら身の回りのことを自分で行う

 〇簡単なルール遊びを楽しむ

 〇秋の自然物に触れることを楽しむ  　　　　

秋の自然からプレゼント

　早いものでうさぎ組になって7ヵ月が経過しましたが
日々過ごす中で様々な成長が見られます。その一つに着替
えがあります。一生懸命自分で着替えようとする姿に大き
な成長を感じています。
　自分で着替えるといろいろなことが起こります。ズボン
を穿くこと一つをとっても様々な姿が見られます。太めの
ズボンの片方に両足を入れて立ち上がる姿。細めのズボン
の途中でつま先が引っかかり「うー！」と泣きそうになる
姿。前と後ろが逆になっているのに履けたという喜びに満
ち溢れた笑顔。どの姿も２歳児らしい姿であり、自分でや
ろうとする気持ちが育ってきていることが素晴らしいと思
います。自分で穿いた後に後姿を見るとオムツにズボンが
ひっかかっていることも多々あります。そのような時は、
本人に気づかれないようにさりげなくそっと後ろからズボ
ンを持ち上げています。
　成長に伴いみんないずれは簡単にズボンを穿けるように
なります。今だけの姿として温かく見守りながらさりげな
い援助でやる気を伸ばしていきたいと思います。
　
　

　　ズボンを穿く



劇の練習
「がんばるぞ～！！」

秋の自然だいすき ♡

10月のねらい
○生活の流れが安定し、身の回りのことを自分で行おうとする

○自然散策やルールのある遊びを通して他児と一緒に遊ぶ事を楽しむ

○ダンスや劇ごっこを通して、イメージした事を楽しく表現する

大きくなった会で発表する劇の題材が決まり、気
合が入っている子どもたち。先日、配役決めとダン
スの練習、台詞の練習をしました。
今回は「くれよんのくろくん」というお話を元に

劇をしていきます。子どもたちも大好きな絵本の1
つで、「わたしは○○いろがすきだな～」と前々か
らお話していました。劇にしていくことを伝えてみ
ると「いいね！やってみたい！」と嬉しそうに言っ
てくれました。子どもたちと衣装を見ながら相談し
て役を決めていきました。役を決めた後には、ダン
ス、台詞の練習をしています。「ぼくは○○いろだ
よね？」「ここはこういうおどりだっけ？」と確認
しながら個人的にも練習している様子がありまし
た。
今後も発表会形式にして友達とダンスの見せ合い

をしたり、舞台での練習をしたりして人に見せるこ
とに慣れていければと思います。
大きくなった会まであと少し、楽しんで練習に取

り組んでいきたいと思います。

ますます深まる秋を感じながら、自然との触れ
合いを楽しんでいる子どもたち。
最近では、園庭にもどんぐりや落ち葉が増えて

きており、「こんなところにあった！」「どこに
あったかおしえてあげる～！」と友達同士でお話
をしながら探索を楽しんでいます。
どんぐりをたくさん見つけて集めると砂場で

ケーキを作ってどんぐりを混ぜたり、カップの中
にどんぐりを詰めて、上から金木星や落ち葉を
トッピングしたりして楽しんでいます。
また、シャベルや熊手を掃除グッズに見立てて落
ち葉を集める姿も見られました。出来上がった時
や、発見した時の、「ねえ～みてみて！」という
声と満面の笑みがとても可愛くて微笑ましい瞬間
です。
　今後も園庭遊びの機会を増やしたり、散歩にも
出掛け、秋の自然にたくさん触れられればと思い
ます。



子どもたちも、きっと保護者の皆様も楽しみにしている
大きくなった会。今年の題材はなにがいいかな？みんなが
楽しんで参加できるものはなにかな？と数か月前から考え
ていました。いくつかに題材を絞ってから、子どもたちに
どの題材がいい？と絵本を読んだり、簡単に内容を伝えた
りしていくと「ぼくは、きんのがちょうのがちょうやくが
いい！」とまだテーマが決まっていない時から、どんな役
をしたいか決めている子が多く、驚きました。
役決めを行う際にやりたい役が必ずできるわけではない

ことを伝えると、「ぜんぶがそろってないと、できないも
んね」「どのやくでも、みんなでやったらたのしいよ」と
前向きな言葉が多く出てきたことに驚くと同時に、本当に
上手くいくかな？と半信半疑で始めた話し合い。「おなじ
やくがおおいときはじゃんけんできめる？」「じゃんけん
だときまらないから、くじびきは？」とより良い方法で決
められるよう、保育士等も話し合いに参加しながら取り組
みました。やりたい役に慣れなかった子も最後には「みん
なできめたから」と話していて、とても成長を感じまし
た。一人ひとりが輝く舞台となるよう、子どもたちと一緒
に作り上げていきたいと思います。

大きくなった会に向けて・・・

10月のねらい
〇十分に休息を取り、健康に過ごす

〇他児と協力して一つのものを作り上げることを楽しむ

〇様々な感触遊び等を通して五感を使うことを楽しむ

〇優しい言葉を使って他児と関わろうとする

　先日は、芋掘りの準備や登園時間のご協力、ま
た保育参加などありがとうございました。数日前
から「おおきなおいもとれるかな？」「もしかし
たら、こんなちいさいかもよ」とワクワクしてい
た子どもたち。当日を迎えてみると、小雨が降る
中の決行となり雨具を着てより気持ちが高まって
いるように見えました。いざ、園から畑まで歩い
てみると、少し遠かったようで「まだつかない
の？」「かえりはバスのる？」など、少しマイナ
スな言葉が目立っていましたが、掘り始めてみる
と「みて！こんなにおっきい！」「ほってもほっ
てもまだでてこない」と目を輝かせて掘り進めて
いました。また、自分のお芋が終わった後、なか
なか掘りだせない子がいると「だいじょうぶ？て
つだってあげようか？」と自然と手を差し伸べて
いる姿も見られました。持ち帰ったお芋の味は格
別だったのでは無いでしょうか？今後も自然に触
れたり、季節を感じられる活動を取り入れていき
たいと思います。

楽しかったお芋掘り



おおきくなった会(インサイドヘッド)

10月のねらい
〇友達と互いに思いや考えを出し合い、力を合わせて遊びや活動を

　進めようとする

〇異年齢活動を通してリーダーシップをとったり、

　思いやりを持って関わったりしようとする

〇秋の食材・自然に触れ、遊びの中に取り入れたり試したりして

　遊ぶことを楽しむ

おまつりごっこ

　あっという間におおきくなった会の話をする時期となりまし
た。子どもたちと作り上げていく表現活動が今年で最後になる
と思うと寂しくなりますが、「こういうおどりしてみたい！」
「せんせい、いわなくていいよ、じぶんでできる」とやる気に
満ち溢れている表情や行動に大きな声量を感じています。日頃
からお話しが大好きで読み聞かせの際には絵本の世界にぐわっ
と入り込む子どもたち。題材選びでは、人と関わる中で大切な
“きもち”について考えられるような絵本をいくつか候補を上
げ、導入をしてきました。そこで選ばれたのが“インサイド
ヘッド”。ヨロコビ・カナシミ等、感情がそのまま役となり、
想像や表現がしやすいのも、気に入っているようです。配役決
めでは台詞の関係で第一希望の役になれなかった子たちもいま
したが「ちがうやくでも、おかあさんのためにがんばる」と披
露することへの意欲や、「○○やくになってもいいよ」と譲っ
てくれる等、題材決めだけでも相手を思いやる気持ちに涙しそ
うになりました。原作のまま、年長児にあった劇にするのは難
しい為、役名はそのままでガラリと内容は変わりますが、大和
東保育園つき組バージョンで当日までのお楽しみにしていただ
けたらと思います。また、今年は劇を行います。自分で言うセ
リフ量が増えると共に、役ごとのダンス・小道具作りを行いま
すので可能な限り、登園のご協力(9時30分までに受け入れを終
えていただきますよう)お願いいたします。

　以前、夏祭りの際に作った“たこ焼き”や“かき氷”等を使って
つき組がうさぎ・はな・ほし組を招待する【おまつりごっこ】を
開催しました。ただ、店番をするのではなく、1人ひとりに丁寧に関
われるようスタンプカードをみんなで作りました。お祭りのイラス
トをハサミで切り、糊で貼ったり、「おまつりきてくれてありがと
う」と文字を描いたりと各々がアレンジしたカードが完成しまし
た。当日は法被を用意すると「ほんもののおまつりみたいだ！」
「へいらっしゃい！」となりきりながら、お客さんがくるのをワク
ワクしていました。緊張した表情を浮かべる子もいましたが、様々
な年齢の子と関わることで次第に緊張が解れ、「これぼくがつくっ
たかーどだよ」「だいじにもってかえってね」と手を繋いで送り届
けてくれる姿が見られるようになりました。
　普段は同じクラスの子と遊ぶのがメインでも、このような異年齢
活動を通して年下児への接し方を着々と身に付けているつき組さ
ん、頼りになるお兄さんお姉さんの子どもたちに今後も特別な思い
出が増えるよう様々な活動を取り入れていきたいと思います。



食育だより

先月の食育の様子

　今年も幼児クラスで鮭の解体ショーを行いました。切り出された部位にみんな興味津々でした ♪
乳児クラスは秋野菜の観察を行いました。最初は大きな野菜に怖がっていましたが、徐々に慣れはじめ
楽しそうに触ったり、持ち上げたりしていました！
　目の愛護デーでは、目に良い食材をたくさん使った献立でした。よく噛んでしっかり食べていました。

　冬の足音が聞こえ始める11月。秋から冬にかけて、食材は甘味が増し美味しくなるだけではなく、栄養価も高
くなります。寒くなる冬に向けて献立にも、栄養をたくさん含んだ葉野菜や根菜類を多く取り入れています。ま
た、15日は七五三のお祝い給食です。子どもたちの健やかな成長を願い、当日はお赤飯や紅白ゼリーを提供
します。子どもたちも喜ぶような華やかな盛りつけにし、元気に成長した姿をお祝いしていきます。

季節のおすすめレシピ

社会福祉法人東京児童協会　大和東保育園

【こなゆきおさつ】

子どもの成長を
祝う七五三

絵本を通じて
       食育を

　絵本に出てくる食べ物のイメージは、
わくわくとした気持とともに食への関心
を高めます。
　絵本を通じて食べる楽しさや作るおも
しろさ、好き嫌いの克服や食事のマ
ナーなど、たくさんの発見や喜びを親子
で一緒に共有してください。

　11月15日の七五三は、七歳・五歳
・三歳の子どもの成長を祝う日本の
年中行事です。子どもの持つ千歳飴
の千歳は千年という意味で、子ども
の健康と成長を願い「長く伸びる」と
いう意味と、延命長寿を願う意味もこ
められているそうです。

<材料　幼児4人分>
・さつまいも　中1本
・砂糖　大さじ3
・水　大さじ1

<作り方>
①さつま芋は乱切りにし水に5分程さらす
②水気を切り、耐熱容器に入れふんわりラップをしてレン
ジで5分加熱し水気を拭く
③フライパンに少し多めの油を引き、さつま芋を加えて揚
げ焼きにする
④油を拭いたフライパンに砂糖、水を加え火にかける。
時々ゆすって色が変わる直前に火を止めてさつま芋を加
える
⑤ボウルに移し、砂糖が結晶化するまで混ぜる（最初は透
明ですが、だんだんと白くなります。）
⑥白く結晶化したら器に盛る

11月献立について




